入選作品 

^学式 

村田 i 齔 
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一？ 


幼年の弟と 


働き者の母みんな 
私の家族だ 




でもタラエモンが家にい 
たらこんな生活しなくても 
すむのにと思つたんだ 




屬 


I 


選 N 

窗， 




しかし世間は金がない 
者に対しては冷めたい 
ものさ 


次の日私は学校で物理 
の先生に尋ねた 


1B 


3 


家には 


寝たきりの父と死に 
そこないが一人それに 


A ノ 

カネ ノ 
かねが欲しい 


先生 メ 
どぅしたら 
タラエモンが 
家に来てくれ 
るで しょぅ か 




■ 


へ 










X 11 ず 力し. 
質問だね 



私はドキッとした 
ものを感じた 


圍 


先生は困つたような 
顔をしながらも答えて 
くれた 

PO 


君の家には 
机があるかい 


ぃぃぇ> 

有りま 

ゃっぱりノ 

そぅか ノ 
それじゃ一 
タラエモンが 
出て来たくても 
出てくる所が 
ないじやないか> 


戀 


P 




ごめんね 
家が貧乏で 
机一つ買って 
やれなくて 


\ぺ\'- 


0 


0 


んたよかあさん 


ぼくか 
一生懸命 
働いて 
だれにも 
敗けない 
立派な 

机を買ってやる 
タラエモン 
出てきたら一番 
かあさんをらく 
させてあげるょ 


纏 


3 
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だち学はだ 
ぞやまちけ 
いでやど 
けいんお 
なかとま 
いな大え 
んく 


ごめんよおまえに苦労 
かけて大学にもい 
きたいんだろぅけど 
貧乏人の私たち 
にはどぅする事も I 
できないんだよ 
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一 


でもぼくはバカ 
だから大学に行け 
ないんじゃないつて 
事を世間の奴に 
知らせてやりたが 
つたんだ 
せめて受けるだ 
けでいいんだ 
わかってくれょ 
かあさん 


11 __ 


1 




おまえ 
大学受 
けるんだつ- 


0 


■ 


かあさんそれ 

以上いぅなよ 
わかつてるさ 
貧乏人が大 
学行くゎけ 
ないじやないか 


0 


I 




BI 


I 函 


s_: 1£ 


、 -J--•*•-■ 

0 


1111 


1 i 


ん 

行きは 
しないけど 
受けるだけ 
受けよぅと 

甲3つて 






























ても私は喜ぶ事など 
できるわけがない何と 
母に言えばいいんだ 


/づ/ ハ 

4 


#\ 


当然私はノ^^ 
自分は中流だと思って 

いるバカやミ—ハ—に 
敗けるわけがない 


へ一おじさん 

学が有る 

んだネ 


な一に 
これでも 
女子大生に 
いたずらす 
る前は大 
学教授さ 


そぅか本当なら勉強 
したい奴が大学に行く 
べきなんだろぅけどな 
おまえ 何んのために大 
学が有るか知ってるか？ 
学校教育法(抄) 

第五十二条大学の 
目的大学は学術の 
中心として広く知識を 
授ける とともに深く 専 
門の学芸を教授研究し 
知的道徳的及び応用 
的能力を展開させるこ 
とを目的とするとある 
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IT I 




✓ザ f /， 


葬式も済み金も借りら 
れた私と母は赤飯を炊 
き保険会社の人を心か 
ら待つていた 


卿ん客 

劣あ C て、っ 

C 夕、ぃ表ダ 


4 

ク . A /) 

lYG -: 


一〇 


玉美大学 I 年生 / 
私はもう貧乏人 厂/<? 
ではないぞこの貧乏人めつ 


ただいま 
合格したよ 


















